
大阪市天王寺区に立地するテナントビルのワンフロアを活かして開院された「たくみ整形外科 上本町」。開放的なエントランスや高級感のある受付の内装により、快適かつ落ち着いた雰囲気のなかで受診できる。

水まわりの特長
改修の経緯
大阪府和泉市のたくみ整形外科は、 2024（令和6）年9月、近鉄「大阪上本町」駅から徒歩約3分の場所に立地するテナントビルの9Fに、新クリニック「たくみ整形外科 上本町」を開院。来院された方が笑顔になれる適切な診療を目指し、一般整形外科疾患の対応のほか、骨粗鬆症治療、関節リウマチ、上肢・手の疾患、スポーツ傷害にも対応。「通うリハビリテーション」から『治すリハビリテーション』へをモットーとし、理学療法士による運動療法を実施してリハビリを行っている。建物は、1991（平成3）年に竣工したテナントビルであり、以前はオフィスとして使用されていたフロアのため、医療施設にふさわしい設備になるようワンフロアを全面改修した。

水まわりの特長
以前の9Fトイレは、一般的な小さなブースが並ぶテナントビルの仕様であったため、限られたスペースや配管の制約がありつつも、クリニックに必要な機能的と清潔なトイレを目指して改修された。トイレは、バリアフリートイレと女性用トイレを独立して用意し、快適に使えるよう配慮。内装はクリニック同様、間接照明やタイルで高級感を演出し、快適な環境を提供している。大便器は、高級感と柔らかな印象を与えるネオレストRSを採用。バリアフリートイレ内に設置された、柔らかな曲線基調のマイクロ波センサー壁掛小便器セットも、意匠的に統一感を持たせている。さらに、清潔性を保ちやすい衛生器具を選択することで、スタッフの清掃負担の軽減も期待されている。

テナントビルの女性･男性トイレだったレイアウトを、女性･男女共用のバリアフリートイレに変更し、それぞれ洗面器付きの広い空間を確保。クリニックに訪れる多様な利用者に対応できる仕様としている。

建築概要
名称 たくみ整形外科 上本町
所在地 大阪府大阪市天王寺区上本町6-9-17
 上六日光ビル9F
施主 医療法人桜桃会
設計 NICOインテリアアーキテクツオフィス
施工 西義工務店
竣工年月 （改修）2024年7月
延床面積 343.81㎡（クリニックのみ）
構造・階数 鉄骨鉄筋コンクリート造・地下1階、地上13階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRS：CES9530PW
ウォシュレット一体形GG（手洗器付）：UWD5AA3LH
音姫（トイレ用擬音装置）：YES412R
マイクロ波センサー壁掛小便器セット：UAXU11A
マルチユーザー向けカウンター：MLUA／洗面器：LS351C
自動水栓一体形電気温水器：REAH03B1RS26SK／水栓金具：TKS05303J
はね上げ手すり：T112HK7R

意匠の統一感を持たせた大便器と小便器。小便器には、曲線基調のマイクロ波センサー壁掛小便器セットを採用。手すりとともに圧迫感がなく、使いやすいカーブ状のリップラインが、周囲の汚れ軽減につながっている。左側に手すり付きの大便器、右側に小便器を配置し、間隔をとって、清潔感に配慮。手を差し入れやすい“切り欠き形状”のセルフリミング式洗面器は、手洗いしやすく、車いす使用者にも使いやすい配慮がなされている。女性専用の個室トイレを設け、快適に利用できるよう配慮。高級感とともに、柔らかなフォルムがやさしい雰囲気のウォシュレット一体形便器 ネオレストRSを採用している。

診察前後の手洗いや身繕いを整えたい方に、トイレに入らずに利用できるよう、トイレ前の通路に洗面コーナーを設置。施設の内装に調和した設えで、自動水栓に加え電気温水器も完備し、快適な手洗い環境を整えている。

大便器は、ローシルエットで空間の圧迫感を軽減するコンパクトサイズのウォシュレット一体形便器GGを採用。ブース内に、大がかりな給排水工事をせずに取り付けられるカウンタータイプの手洗器も備えている。運動療法に対応できる十分な広さを確保したリハビリテーション室には、ステンレス製のシンクを設置。自動水栓を組み合わせ、非接触で手洗いできる衛生的な環境を整えている。シンクには、スパウト先端でソフト（泡まつ）とシャワーに切り替えられるシングル混合水栓を採用。水とお湯の切り替えをレバーのクリック感で明確にするエコシングルの採用により、お湯のムダ使いを防げる。

クリニックの内装にあわせ、間接照明やタイルを活用して高級感を演出したトイレへのアプローチ。入口のピクトグラムは、ゴールドを取り入れたシンプルなデザインに仕上げている。
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トイレ入口 クリニックの内装にあわせ、間接照明
やタイルを活用して高級感を演出した
トイレへのアプローチ。入口のピクトグ
ラムは、ゴールドを取り入れたシンプル
なデザインに仕上げている。

診察室 シンクには、スパウト先端でソフト（泡ま
つ）とシャワーに切り替えられるシング
ル混合水栓を採用。水とお湯の切り
替えをレバーのクリック感で明確にす
るエコシングルの採用により、お湯のム
ダ使いを防げる。

リハビリテーション室 運動療法に対応できる十分な広さを
確保したリハビリテーション室には、ス
テンレス製のシンクを設置。自動水栓
を組み合わせ、非接触で手洗いでき
る衛生的な環境を整えている。

スタッフ用トイレ 大便器は、ローシルエットで空間の圧
迫感を軽減するコンパクトサイズのウォ
シュレット一体形便器GGを採用。ブー
ス内に、大がかりな給排水工事をせ
ずに取り付けられるカウンタータイプの
手洗器も備えている。

洗面コーナー 診察前後の手洗いや身繕いを整えた
い方に、トイレに入らずに利用できるよ
う、トイレ前の通路に洗面コーナーを
設置。施設の内装に調和した設えで、
自動水栓に加え電気温水器も完備
し、快適な手洗い環境を整えている。

女性トイレ 女性専用の個室トイレを設け、快適に
利用できるよう配慮。高級感とともに、
柔らかなフォルムがやさしい雰囲気の
ウォシュレット一体形便器 ネオレスト
RSを採用している。

バリアフリートイレ 左側に手すり付きの大便器、右側に
小便器を配置し、間隔をとって、清潔
感に配慮。手を差し入れやすい“切り
欠き形状”のセルフリミング式洗面器
は、手洗いしやすく、車いす使用者に
も使いやすい配慮がなされている。

バリアフリートイレ 意匠の統一感を持たせた大便器と小
便器。小便器には、曲線基調のマイク
ロ波センサー壁掛小便器セットを採
用。手すりとともに圧迫感がなく、使い
やすいカーブ状のリップラインが、周囲
の汚れ軽減につながっている。

建築概要
名称 たくみ整形外科 上本町
所在地 大阪府大阪市天王寺区上本町6-9-17
 上六日光ビル9F
施主 医療法人桜桃会
設計 NICOインテリアアーキテクツオフィス
施工 西義工務店
竣工年月 （改修）2024年7月
延床面積 343.81㎡（クリニックのみ）
構造・階数 鉄骨鉄筋コンクリート造・地下1階、地上13階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRS：CES9530PW
ウォシュレット一体形GG（手洗器付）：UWD5AA3LH
音姫（トイレ用擬音装置）：YES412R
マイクロ波センサー壁掛小便器セット：UAXU11A
マルチユーザー向けカウンター：MLUA／洗面器：LS351C
自動水栓一体形電気温水器：REAH03B1RS26SK／水栓金具：TKS05303J
はね上げ手すり：T112HK7R

トイレ図面
テナントビルの女性･男性トイレだったレイアウトを、女性･男女共用のバリアフリート
イレに変更し、それぞれ洗面器付きの広い空間を確保。クリニックに訪れる多様な
利用者に対応できる仕様としている。

水まわりの特長
改修の経緯
大阪府和泉市のたくみ整形外科は、 2024（令和6）年9月、近鉄「大阪上本町」駅
から徒歩約3分の場所に立地するテナントビルの9Fに、新クリニック「たくみ整形外
科 上本町」を開院。来院された方が笑顔になれる適切な診療を目指し、一般整
形外科疾患の対応のほか、骨粗鬆症治療、関節リウマチ、上肢・手の疾患、スポー
ツ傷害にも対応。「通うリハビリテーション」から『治すリハビリテーション』へをモッ
トーとし、理学療法士による運動療法を実施してリハビリを行っている。建物は、
1991（平成3）年に竣工したテナントビルであり、以前はオフィスとして使用されてい
たフロアのため、医療施設にふさわしい設備になるようワンフロアを全面改修した。

水まわりの特長
以前の9Fトイレは、一般的な小さなブースが並ぶテナントビルの仕様であったた
め、限られたスペースや配管の制約がありつつも、クリニックに必要な機能的と清
潔なトイレを目指して改修された。トイレは、バリアフリートイレと女性用トイレを独立
して用意し、快適に使えるよう配慮。内装はクリニック同様、間接照明やタイルで高
級感を演出し、快適な環境を提供している。大便器は、高級感と柔らかな印象を
与えるネオレストRSを採用。バリアフリートイレ内に設置された、柔らかな曲線基調
のマイクロ波センサー壁掛小便器セットも、意匠的に統一感を持たせている。さら
に、清潔性を保ちやすい衛生器具を選択することで、スタッフの清掃負担の軽減
も期待されている。

受付 大阪市天王寺区に立地するテナント
ビルのワンフロアを活かして開院され
た「たくみ整形外科 上本町」。開放
的なエントランスや高級感のある受付
の内装により、快適かつ落ち着いた雰
囲気のなかで受診できる。
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